
4.調査結果

4.岩脈について
・名取川流域において砕屑岩脈を発見した(図6,7)

課題研究 15班

1.研究の理由,背景
・日本では全国的に地質図の作成が進んでいるが、仙台西部の5万分の1地質図
が詳しく描かれていないことに着目し、まず戸神山一帯の岩石分布をマッピン
グすることで地質構造を明らかにする。
・先行研究により戸神山周辺の地層の形成された年代が,日本列島が大陸から
分裂し東日本の山々が形成された時期に近いことがわかっている
・奥羽山脈一帯にはかつてカルデラが存在していたことが示唆されていて(図
1)

戸神山周辺のものは深野カルデラや白沢カルデラと名づけられている。

6.今後の展望
・既存の地質図よりも詳細な地質図を作成することができた。
・白沢層や深野層の扱いが論文によって大幅に異なることから、さらなる文献の調査や定
義の再確認が必要だと確認した
・岩脈の化学的変成の解析を進め、生成過程をさらに分析していきたい
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3.調査方法
・戸神山周辺での岩層分布調査とクリノメーターによる走向傾斜を記録。
・採集したサンプルの石の種類を岩石研磨機とルーペを用いて特定する。
・記録したデータをもとに地質構造の分布、成り立ちを分析する。
・得た情報を元に、岩石分布をマッピングする。

調査地域(赤点は戸神山)

図1 東北地方のカルデラ分布図

安山岩(火山岩)

火山岩の一つ。
有色鉱物が多く含ま
れている。

砂岩泥岩互層
堆積岩。
広瀬川流域で確認。

砂岩
堆積岩。粒子の大きさが
1/16-2mm以下。

凝灰質シルト岩
シルトに凝灰質のれき
が含まれる。

凝灰角礫岩
火山噴出物が岩塊をな
している。

5.考察
・ルートマップを作成したことで、戸神山を構
成している深野層に分類されてきた地域は、凝
灰質シルト岩が見られたため白沢層としても解
釈できると考えた。
・今回発見した砕屑岩脈と思われる物は、火山
活動によって温泉が湧出する秋保温泉地域が近
隣に存在することや、高温で溶融したあと、化
学的な変成に似た構造が認められることから、
温泉のような熱水による変質が起こった結果生
成されたのではないかと考えた

戸神山
(仙台市太白区)

● 戸神山の地形的特徴
戸神山は周囲と異なり、切り立った地形を作って
いることからも、侵食があったことがわかる。

図2 戸神山周辺の20万分の1地質図

図3

戸神山周辺で
確認できた岩石

図4ルートマップ

図5 AB間の断面推定図

2.略年表
1500万年前 大陸からの分裂、日本海の成立
1350万年前～ 東北日本での多数のカルデラの形成
1000万年前頃 現在の日本がほぼ完成
1000(~500)万年前古仙台湖などが形成。この頃堆積岩層ができた。
戸神山形成以前にも火山活動が起こっていた可能性もある

700万年前頃 戸神山の形成(凝灰岩・安山岩層ができる)

図6 岩脈が確認された
岩盤の状況

・砕屑岩脈は国内で報告例が少なく、確認し
た岩脈、母岩ともに判別が困難だった

図7 砕屑岩脈

母岩(凝灰角礫岩)の岩片。
凝灰質で溶融したような
跡がある。

●断面図(図4)の地質
・山頂付近では火山岩
・中腹の少し上では凝灰角礫岩
・中腹〜麓では凝灰質シルト岩
・麓では砂岩

岩脈の岩片。
泥質部にガラスや細粒な
岩片を含んでいる。
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古仙台湖 略図

(北から順)

●戸神山周辺の地質の特徴
・戸神山の周囲では0°-10°の地層の姿勢を示す
砂岩等の堆積岩及び凝灰質シルト岩が確認された。
・山頂にかけて、斜長石や輝石類が含まれた
安山岩や、凝灰岩が見られた(写真図3)

仙台西部、古カルデラ群における地質構造に関する考察
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